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Phenology of several tree species in natural Cryttomeria 
forest in Ashiu School Forest (1) with 
reference to Linderαumbellata Thunb. 
Hitoshi MORIYA， KazuhHωOGINO 
袈
京都大学}鴇r~関税林において，天然生スギ林の更新j品1誌における偲水3誌の役割を IYJ らかにする
ために， 1981:11:， 82器部， 92{11l1{木の下@木について，新条の伸長，郊の民間・ j泌絡を定期的lこ観
察した。本線ではクロモジ (LindM・4 秘mbellata'rhunb.)について報告ーする。
クロモジは一生育 ζ2()，く分校までやれ長させる。樹溜j二部の当:停戦1は1伴校(0， 1， 2次
11)のJYr3f.から伸長したo(j(!lil (800， 810， 820) と当年ililから分校した 1，2次iliの01， 802， 8Jl 
812， 821， 822)によって構成される。
新条 0次i¥l!1の{!lI:廷は 5月上旬lこ開始し 7月中旬lζ完了しt:.0 1 (j，くillまG月上旬に 2次Ili日立
7月中旬にそれぞれや¥1ぴはじめた。前年伎の 2次1lilのJl5r.から伸長した新条は 2次分校4をつくら
なかった。 1， 2次l!ql!はo{j(i!lより中く {rjl長を完了した。
冬芽の閉会予は，伸長開始より 1遊間く 5月初旬i1:.r，認められた。 o(j，くI刷ま11月下旬までに全
ての架合部した。 1次車l!iの誕の接調は{i¥l民開始よりやや巡れて始まった。 1次ljilは11月中旬まで
lζ滞架した。 2次ij利軸拘阿附前納1で猿を践開させたものはなかつ1たI三ニ
河早正j均匂新条:長民は O次軸 1次軸 2次i!41の臓で長く，稔経鴇猿数も i河じ加で多かった。
なかで'は，出来する1i:ド主主校のiliの泣く数が低いf;!jl， S[乙:!~新条設は長く，総!薬務梁款は多かった。
1次分校率より 2次分校率lま抵く 1次分校においては，前年の 0次Oirliの国北:より11長したも
のの分校本が設も蒔く， 1 (j<ill!の頂穿より{I¥I.J乏したものがこれにつづいた。
O次取1の新条長20m皿付近を墳として，新条岐に対する総段目m誕数の比あるいは王子j匂却期i自立火
きく変北し， i'1i閣のつまった知校と1刻去の部別が認められた。 1年生校の 2(j1くi¥ilの国持から{IIJ乏
した新条の89%， 1 (j'O!ilから仲良した新条の62.5%， 0 (Jくillの国芽から伸長した新条の40%が鍛
校であった。






















西向き斜面が相対している。高木j閣はスギの他ブナ， ミズナラ， ミズメ， il高木!惑はスギ，シデ
類，カエデ鍛，ゴン-ti'':; ，低木j闘はスギ，クロモジ，タムシパ， リ田ウブなどで構成されている。














4 月末冬3f-が DfJ好する前lζ準備をおえ，関野後は 1 週間間I~惑で観黙をおこなった。策がすべて





(1) : {11:段・民側約， }射線:前年波間した滋， C 2 J 伸長・股開後






と襟げる。ただし Lト 11立時点 η-Jにおける調帯誕数，Nnはfl守点%までの総j民間総数，t1Nト l，n
は時点先-1から%までの期間の股間諜数，F，.は時点%までの総落諜数，t1F徳一l，nは時点均一 1
から%までの期間の落~~数である。?錫媒をはじめたときを t口 O とすれば，
L，.=Lo+忍Amu-EAω1・t ????• • • • • • • ?• 
となる。ここで， L: t1Ni_1，i口氏" L: t1Fi_1，i口Fnであり ，Lo= 0であれば(落挺樹のばあい)， 
LnロNn-Fn
とあらわされる。続時的な観擦によりんおよび t1Fi_l，iを得ることができれば(1)式より
d丸山1，n を， (2)式より児.， F，. を得る。総経~~m数NI乙対する各JI寺点%での溺帯誕数， 落諜数は，
L，./N口 l-Fn/N ・H ・H ・-(3)
の関係があることはあきらかである。 L，./Nを相対現仔挺数，凡/Nを相対洛蝦数と H予ぷ ζ とに
する。平均懇命Eは， I得点i-1とiの|河隔を t1ti-l，iとして，










よび1次l!ql!から Sらに分校した 2(j{li市それぞれの先端にあるo '5fは館野した後， 諜を展開し，
新条巻伸長させる。あるものは宣告閥のつまった競技となり，あるものは長校となる。長校のなか
でも主主認の限措なものは O次紬上の諮J密からその強腎率のうちに分校を伸長させ1次i!4!をつく
る。一部の 1次軸ではさらに分枝が伸長し 2次車1奇形成する。 ζのようにクロモジのお年j肢は故
大2次軸までの分校宅金もっている。つまり 0，1， 2次ilUをもっ。前年に 0，し 2 次il~ll をもっ
ていたとき当年はどうなるか。前年枝のどこに由来するかi'J;>i，分校次数を jとすれば， 当年の
各軸は添字i，jであらわすことができる。つまり， 80 は前年枝の O次車il (8 0) の n~3f.が伸
した O次ilill1~ ， 801は 800から分校した 1次i怖をあらわず。 80は分校次数は O次，801は1次，
802 Iま2次である。前年枝の 1次ilu(81)からは 810(1次)， 811 (2 (jz) ， 812 (3次)の各i/lU
が伸長し 2次il納得2)からは 820(2次)， 821 (3次)， 822(4次)の各事liIが伸長する可能
性がある。次の年(3年め)には 0聯!からの O次*11800 (0次)， 1次i持1801 (1 (jz)， 2次期h
802 (2次)軸..，・H ・-・が伸長する。つまり j前主[:51ミc1年め)に 2次i担1までもっていたものは， さ当












80 5月8!:J 69日 7月16101
801 8月513 321ヨ 7月713
802 7月2513 2 13 7 )g27悶
810 5月7釘 7013 7月161ヨ
81 6月51ヨ 371ヨ 7月12隠
812 7月11悶 7月1日
820 5月百 10 661ヨ 7 J~ 14日
821 6月18日 513 6 ~23日
82 {的 王道 はー" ず
46 
から認められるが 7)~ r:ド艇であって平均 7)~H日であった。伸長期間はしたがって66""-'70白とい
うζとになる。 O次i!qlから分校ずる 1次i!q¥1はお1，81阿輸については，早いもので 5J':I14日に伸
長i開始がみられるものがあった。けれども大多数は 5月下旬から 6月上旬に始まるといってよく
平均Oi9始期は 6J':I 5 Iヨであった。 81 ~qllについては 6 月四おに伸長開始を観媒したものがかなり
の数にのぼる。 821i¥lは6月四日にいたってようやく伸長開始をみとめたものが{活かながら数え
られた。{il1長終了期は 6月上旬のものから 8月上旬のもので欄々のi!41によって大きく認なる。平
均すると801，811阿1[ぬで 7)~ 7日， 7 J':!12日， 82!Ilihでは草月2313であったo{tl:民期間はNIJ2者で
32， 37日間，後者では 5日間であった。 2次ilhの{r1設は， 7 )~11日にいたりはじめて翻撰された
あと 7月24131乙，また 8月2913になってようやく 2次i14hの{r!1・民とみとめられたものがあったり
する。 2(;く校からの 2次分校 822ilhはすべでの観娯側休にみとめる ζとはできなかった。
ζ のように新条の伸長はまず O 次1絡が，次いで 1 次 2 次~ìlhの j艇におこる。 O 次íPlhが前年の O
1， 2次校のいずれから伸長するものも，ほほ時期を閉じくして伸長寄与始め，終えているように
みえる。 1次i!41の伸長開始がO?Jくil!lより揺れるのは当然であるが， {l議開始期にバラツキが生じ
るのは，ひとつの O次馳から数艇の 1次取!lが分校するさい 1引く伸長開始するものと溜くに伸び
始めるものがあるためである。平く伸長する 1次i!qliIま概して 0次期hの中央よりやや:7li1r.泣いと ζ
ろに発する。 1次ilqHの伸長終了WlはO次i!qlの伸長終了JVLtりやや平く，個々のillととのばらつき
がかなりみうけられる。
O 次ílillllまどの ~ql!もそろって伸長毎日jg始し，伸長終了も比較的ぱらつきが少ない。 ζれに対して
1次illの{!Ii授は O次i!!l1より巡れて始まり，平く終了し， {悶々 の)!41絡のばらつきは大きい。これは
O 次iiiltlの伸長~:1乏が，温度条件や日長など外的な挺i却によってその時期を記おされると ζ ろが大
きいのに対して 1次*1の場合，告をO次1ilUの伸長伏盟問Jむじて従属的iζ抑援する点，国一O次軸上
の1次i!qli利五の{部設関係によっても伸長の進行がコントロールされうるj誌などのある ζとによる
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関-2 {JjI長 j泌総
A: 0次i詰1，ぉ:J次qisI， 0 : Soiil!I!i，ム Sdilq，口 Se141 
47 
表-2 各il41iの関銃の時期， 縫製j期日，裂の平均場命
li話好の n寺WJ i設大'!1~数維持jVJ問(Iヨ数) 務部 WJ 均怒命
80 5 )ヨ 1日 6月111ヨ"'9月1/:1 (9213) 1月14/:1 163.21オ
801 6)ヲ8日 6月25絞"-'7月9日(14日) 9 s291ヨ 103.0 rCI 
802 }災 開 切!七t ず
810 5月HI 5月28巨1""8 s 1313 (7713) lls 7 1ヨ 163.8/:1 
81 G月15/:1 7月2日""7月9/:1(7El) 9月141ヨ 92.9ド1
812 脱 日H 'l:i 
820 5}~213 5 }~2113'" 6月111ヨ(22m 10月初日 149.31=1 
821 股 UFl マli す怠
82 な し
と考えられる。






0次納品。 における芽の関針は大部分のものが 4)~301と!におこっている。 fi)g 22日lこようやく
開会予したものが1{I~l あって，例外的なものが容寂することはみとめなければならないが1 5 Jヲ8
況にはすで‘にl廷闘の段階にはいっていく O 艇の展開は愈速にすすむ。最初の 23却IAJで脱出jしたも
のは総}盟関~~数の 800， 810， 820名ilql!それぞれ80，85， 89%に巡している o ~:II対現存議数が90%1乙
述ずるのはそれぞれ6月11日， fi FJ 28日 5月前日であった。
務2誌が始るのは麗I~時限後からといってよいが，本絡的な落誕JWは 10月後三いになってから，筑紫
がす寸んだあとといわねばならなし、。落葉期以前の務は 800，810おij!ltで、むしろ少く， 8 20QU js 1ii 
2者ぞやや上聞るといってよいo 1法大策数維持期閣は， 92日， 77 E1. 22 E1とSω，810， 820各iltの





1次il41の誕の股開は最も r]l.l、もので{II1鈍開始に巡れること約 1週間 5月21E1 !ζ始まり平均す
ると 6月12日となる o !MI!こより i民間の i時期は大幅に認なり 6 月後半にようやく 1 枚 I~l のを民
間させたものも多かった。平均給!廷闘~数は 811i 1 11 Iより 801í\ii!liß多いが 1 枚 l乙満たない。 j艮聞の経
過は仇1. 81両料!の間!こj議いはみられない(関- 3 (B) 。最大葉数維持W]聞は801I11Iで 6月25おか
ら7)g 9臼， 81 1Mlでは 7)g2Elから 7月B1:1と前者のほうがやや長いが o次il訟の;場合に比べ
ると亦常lζ短いo 801 iltで 7)g 2臼， 811 11411 で 7 舟 9 臼から兇られる落葉の進行が早い。 m~JWは
801ilíl!j;Ò~ 9月29日， 81il絡が9月14日でこれも O次illの場合より 1ヶ月余り早い。 3誌のSfL均怒命は
お1il1で103E1， 81 i/l1Iで93E:Iであった。 1(J{ilql!でも 2次枝から分校した821il唱しおよびすべての 2
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を示した。 O次il1!lについてみると， 80 ilftlは総設問漉数7.1枚，平均新条・民80.1mmでlii!:も多くの誕
させ， 新条:l支も;段も長かった。 810納はそれぞれ6.8枚， 54.0棚でこれにつづき， 820 q!IJlは
5. 1枚， 14.2mmと諜数は少なく，新条白民も短い，平均矧縮長も 800，810， 820各illの)1民に授い。 1次i!jJI
淡-3 各i断!の総q~!i数〈め，平均総i経路梁数(L) ， sfl均新条長(8)，平均節間後(8;ゐ)
N(本) L (枚) fl活問 8(姐日.1) i潟捌 8;L(凪姐)
80 15 9.1 6...16 80.1 8"-'292 7.2 
801 36(15)本 0.89(2.1) 0"-'3 13.6(28.2) 1 "-'72(7"-'72) (13.0) 
802 4( 0) O 1.8 1....3 
810 40 6.8 3"-'14 54.0 2 5.5 
811 60(18) 0.52(1. 7) 0.3 7.4(16.8) 1 "-'55 (7"-'55) (9.6) 
812 2( 0) O 1.0 
820 9 5.1 2....8 13.8 1....14 2.1 






かった。平均総股閲諜数は SOI，Sl1， S21 i!Jl，のj闘で多いが， SOI ildlでも 0.89枚しかなく，梨1i:つけ
たlil!1乙限つでも 2.1枚にしかならなし、。5jl・均新条設も SOI，S11， S21取1のJI民で長かった。漉をj盟関
させたものに!浪って算出した平均節関長はSOI~qliがS11~ilh より;良い。
1次lfql!の総j良開耳障数，平均新条.E誌は 1次取hを分校させた 0次141のそれらよりも，少なくまた鈍







次数は殻大2を数える ζとになる。 1年住枝の O次141~討議準にとると Soo 中1[1 の分校次数は 0 ， 1 
年技の 1次取hおよびSlOil紛の分校次数が1となり 1 三枝の 2次!被とS20il!1が次数2となる。 Soo
S10， S20~制illlがそれぞれ分校して 1 ， 2次i14l!1i:持つと，分校次数はそれぞれに十 1，十 2増加し，
S22事Iが4次枝ということになる。
。次利!での分校ぞみると8oilillI15本からの 1次納得10)は36木で 1本当り平均2.4本の 1次ilhが
分枝したことになる。これを分校率とi序ぷと各軸の分校王寺tと1年':Ei肢の O次帥1i:器搭とした次数
は表-4 のようになった。 O 次il1laでの分校(1次分技)は 800~qUの分校務が最も大きく， S10軸が
これにつづき， S20i!ilUの分校主将は最も小怠い。 1次軸の分技(2 17，く分校〉本はSOI，811， S2!I14のJI民
で大きいが， 801 i!4Uの;場合でもO.11でO次ilhのどの分校率よりも小さいo821 illの分校耶は 0，
すなわち分校をつくらなかった。分校次数は 1次分校 2次分校それぞれの場合において次数が
商いほど分校芸名は小怠く 4次校はできなかった。 Sω輔の分校率は漉喜子民o自主せた 1次qill乙i浪
ると 1.0となる。悶様にSlOil前!の ~1i:つけた分校本はO. 45， 820i!Ql!で、I;l0となる。 2(Jく分校では誕を




るいは 2次分校によって分校次数が増加するが 2次分校E容が小さいこと 2次illiζ由来する O
次lilhの分校継が小さいことから 2次分校によって 8次的越える次数の増加はあまり期待できない
4 会ijl!tの分校率
総分校率 分校後泌を燦閲注せたjl~h 5お 'i' l災関した~qll 分校次数
1 801/800 2.4 801*/800 1.0 1 
校次分 811/810 1.5 81*/80 0.45 2 
82J820 0.3 821*/820 O 8 
2 802/801 0.11 802*/801 O 802/801料 0.27 2 
次分校 812181 0.03 812*/811 O 8121811
料 0.1 3 





すくなくとも分校壊の点からみるかぎり 1次分校はひきつづきお ζ りそうに思える。 ζζでク
ロモジのもつもうひとつの特徴，鍛校イむiJ?検討してみよう。
表… 3Iζヰミされるように 0次lilは新条長の長いものから矧いものまで，総民間取数も多いもの
から少ないものまである。平均節関長についてみると， 800ijilll が7.2ß1ß1で殻も:民く，ついて 810~q!1が







は節関長が鋭かい ζとを窓味するから， ~qli銭20ßlßl付・近総J民間~ß数 6 ， 7 i伎を墳として館関のつま
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校をくりかえして，潟次の分校在つくるという ζ とはないo tsしろ 1次車1での分校がくりかえさ
れることに，期待しなければならないけれども，それがどこまでになるかにわかには結論できな
し、。
2 年目の各iM1は最大 3 次事111までが認められたにすぎず 4 次~ill1日、上のものができる可能性はむ
しろ小さいといわねばならない。








て， を交代せしめていつまでも小低水である ζ とと無関保ではないように思われる。
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Resume 
In order・toclar廿ythe l'叶eof small tree population in regeneration pr・ocessof llatur乱l
C1'yptomel'I乱 forestof Ashiu sehoo1 forest， the specifie charact邑risticsof various tree 
52 
speeies of undergrowth layer were studied. Pheno10gical aspects of vegetative shoots of 
92 individuals of 32 tl'ee species were observed per・iodicallycluring the growing season in 
1981. In the p1'csenもp乱per，the authors clealt specifically with the tree species Liηdera 
似見belataThunb. 
1) Lidera ~.mbellata has the sylleptic shoot up to seconcl orcler. The uppel' C1'own 
eonsists of th己 shootsol'iginatecl frol1 eithel' the terl1ina1 bucls (80，810，820) 01' sylleptic 
shoots branchecl frol1 the shoots of present ye且r(801， 802， 811， 812， 821， 822) . 
2) The elongation of the terl1inal shoots (80，810，820) was initiated eal'ly May and 
1asted until l1id .Tu1y. 8ylleptic shoots of the first ordel' (801，811，821) cal1e to appear in 
eal'ly June， and the second orcler (802，812) in l1id July. The shoot 822 did not occur at all. 
The elongation of sylleptic shoots t告rl1inateclea1'lier than the terl1Inal shoots. 
3) '1.'he buclding was observed in ea1'ly May preceding to tbe shoot e10ngation by one 
week. The terl1inal shoots shed their leaves at the latest in mid N ovel1ber. The sylleptic 
shoots hacl a sho1'ter pe1'iod of 1eafing. Occasional 1caf fall clue to herbivo1'Y took place 
cluring the earlier periocl of vegetative gr・owth.
4) The final shoot 1ength乱ttainedwas In the orcl告l' as 8iO， 8il， 8伐. The nUl1ber of 
1e品vesflushed followecl the sal1e o1'cler. 
5) The branchIng ratio of the first sylleptic shoot was high色rthan the second one. 
6) Thc in tel'nodal length of乱1the shoots were ex乱ll1ined.ぞPheratio of leaf numbcr to 
shoot length， 01' the l1ean intel'l1oda1 1ength rel1arkably changed at 20 l1l1 shoot leng.th. 
Obviously the sho1't branches can be clistinguishecl frol1 long ones. 
7) The shoots o1'igin乱teclfl'0l1 the sy11eptic shoots of pr也γiousyear tend to become 
shOl'・tbranches. Th邑 highe1'b1'aching' o1'cle1' p1'esul1ab1y than 4th orcle1' a1'e 1ess probabl君.
